


　
「
か
ゆ
う
ど
の
　
嫁
に
は
な
ら
じ
 

　
　
こ
と
か
ら
し
　
甲
斐
の
み
さ
か
を
 

　
　
よ
る
や
こ
ゆ
ら
む
」
 

　
こ
の
歌
は
古
代
の
甲
斐
国
の
様
子
を
伝
え
る

も
の
と
し
て
時
折
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
歌
を
当
時
の
甲
斐
の
国
は
あ
ま
り
に
寂
し
い

と
こ
ろ
だ
と
解
釈
す
る
か
、
中
央
の
人
々
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
地
域
と
解
釈
す
る
か
は
そ
れ

ぞ
れ
の
判
断
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
か
ら
１

０
０
０
年
前
、
今
と
違
っ
て
情
報
伝
達
の
方
法

が
少
な
い
な
か
で
、
甲
斐
の
国
に
つ
い
て
は
多

く
の
記
述
や
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

甲
斐
の
中
心
に
あ
た
る
地
域
が
甲
斐
国
府
や
国

分
寺
、
国
分
尼
寺
を
有
す
る
現
在
の
笛
吹
市
一

帯
で
し
た
。
 

　
こ
の
地
域
が
甲
斐
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
背

景
に
は
御
坂
路
、
若
彦
路
、
中
道
往
還
な
ど
の

古
道
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で

は
、
笛
吹
市
に
伝
わ
る
文
化
財
、
伝
承
、
ま
つ

り
な
ど
を
紹
介
し
つ
つ
、
わ
た
し
た
ち
の
笛
吹

市
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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道
は
時
代
と
と
も
に
ル
ー
ト
を
変
え
、
そ

の
性
格
も
変
え
て
い
き
ま
す
。
石
和
町
市
部

の
石
和
八
幡
神
社
付
近
で
甲
州
街
道
と
合
流

す
る
鎌
倉
街
道
（
御
坂
路
）
は
か
つ
て
は
甲

斐
国
府
と
結
ぶ
官
道
と
し
て
栄
え
、
鎌
倉
時

代
に
は
甲
斐
と
鎌
倉
を
結
ぶ
軍
用
道
路
と
し

て
の
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
入
る
と
東
海
道
と
甲
州
街
道
を
結

ぶ
脇
街
道
と
し
て
人
物
、
物
資
の
往
来
は
ま

す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
鎌
倉

街
道
周
辺
を
歩
く
と
、
か
つ
て
の
主
要
街
道

の
賑
わ
い
を
伝
え
る
名
残
が
そ
こ
こ
こ
に
み

ら
れ
ま
す
。
 

　
石
和
八
幡
神
社
か
ら
現
在
の
旧
２０
号
線
を

挟
ん
だ
向
か
い
の
路
地
、
通
称
黒
駒
横
丁
か

ら
笛
吹
川
を
渡
り
、
石
和
高
校
北
側
か
ら
長

塚
交
差
点
に
至
る
ま
で
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

み
て
下
さ
い
。
道
の
脇
に
幾
つ
か
の
石
造
物

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
は
道
祖

神
で
あ
っ
た
り
文
字
の
刻
ま
れ
た
道
標
で
あ

っ
た
り
し
ま
す
。
道
標
の
文
字
を
読
む
と
、

目
的
地
と
の
位
置
関
係
が
お
か
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
本
来
の
位
置
か
ら

移
動
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。
あ
た
り

の
路
地
を
散
策
し
な
が
ら
、
道
標
が
本
来
立

て
ら
れ
て
い
た
場
所
を
探
す
の
も
面
白
い
で

し
ょ
う
。
 

　
県
立
博
物
館
の
東
側
に
は
東
日
本
最
大
の

横
穴
式
古
墳
姥
塚
が
あ
り
、
甲
斐
の
国
府
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
国
衙
の
地
名
が
残
り
ま
す
。
そ

の
両
者
を
支
え
た
経
済
基
盤
が
中
央
道
建
設
に

先
立
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
二
之
宮
、
姥
塚
遺

跡
の
大
集
落
で
す
。
御
坂
町
国
衙
か
ら
御
坂
町

成
田
に
か
け
て
の
一
帯
に
は
木
造
阿
弥
陀
如
来

像
で
知
ら
れ
る
九
品
寺
（
く
ほ
ん
じ
）
、
木
造

不
動
明
王
立
像
で
知
ら
れ
る
正
法
寺
（
し
ょ
う

ぼ
う
じ
）
な
ど
の
由
緒
あ
る
寺
院
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
寺
院
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
布
目

瓦
と
い
う
古
代
の
瓦
が
出
土
す
る
半
行
寺
と
い

う
地
域
が
あ
り
、
最
近
で
は
平
安
時
代
の
う
る

し
を
溜
め
た
容
器
や
文
字
が
書
か
れ
た
土
器
片

が
多
数
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
福
泉
寺
城

と
い
う
お
城
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
場
所
も
あ

り
ま
す
。
 

　
今
回
は
県
立
博
物
館
周
辺
エ
リ
ア
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
周
辺
は
道
ば
た
の
石
造
物
や
家
並

み
な
ど
多
く
の
文
化
財
や
歴
史
的
な
景
観
が
残

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
体
験
す
る
に
は
周
辺

を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
 

　
今
後
も
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
み
な
さ
ん
が

地
域
を
再
発
見
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ

う
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
を
片
手
に
、
多
く
の
方
々
が
博
物

館
周
辺
を
歩
い
て
い
る
姿
を
想
像
し
な
が
ら
・・・
 

　
次
回
は
境
川
町
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。
 

笛
吹
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
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県
立
博
物
館
周
辺
の
文
化
財
を
見
学

石
和
・
春
日
居
地
区
 

　
 

　
２
月
１７
日
、県
立
博
物
館
交
流
拠
点
事
業
「
大
蔵
経
寺
で

御
利
益
満
点
の
三
面
恵
比
寿
を
拝
顔
し
、山
梨
岡
神
社
で
幻

の
梨
の
木
、拝
見
」
が
行
わ
れ
、市
民
約
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、県
の
教
育
委
員
会
と
笛
吹
市
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
つ

な
ぐ
」
が
、今
年
の
秋
に
開
館
す
る
県
立
博
物
館
周
辺
の
文

化
財
な
ど
を
紹
介
す
る
目
的
に
企
画
し
た
も
の
で
、今
回
は
、

石
和
、春
日
居
地
区
を
コ
ー
ス
に
設
定
。
参
加
者
は
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
片
手
に
、大
蔵
経
寺（
石
和
町
松
本
）や
山
梨
岡
神
社

（
春
日
居
町
鎮
目
）な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

バ
ラ
の
せ
ん
定
講
習
会
　
み
さ
か
の
湯

 　
２
月
６
日
、笛
吹
市
御
坂
町
成
田
の
市
営
温
泉
「
み
さ
か

の
湯
」で
バ
ラ
の
せ
ん
定
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
講
習
会
に
は「
バ
ラ
を
愉
し
む
会
　
ム
ル
テ
ィ
フ
ロ
ー
ラ
」

の
メ
ン
バ
ー
や
日
頃
み
さ
か
の
湯
を
利
用
し
バ
ラ
に
興
味

を
持
っ
た
方
な
ど
約
８０
名
が
参
加
。
参
加
者
は
コ
マ
ツ
ガ
ー

デ
ン
代
表
の
後
藤
み
ど
り
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、同
施
設

敷
地
内
の
バ
ラ
約
１
２
０
０
株
を
せ
ん
定
し
ま
し
た
。
 

み
さ
か
の
湯
　

　
　
　
　
入
館
者
１
０
０
万
人
達
成
！
 

 　
２
月
１２
日
、笛
吹
市
御
坂
町
成
田
の
市
営
温
泉
「
み
さ
か
の

湯
」の
入
館
者
が
１
０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。１
０
０
万
人
目

の
入
館
者
は
東
京
都
武
蔵
村
山
市
の
石
井
祐
司
さ
ん（
３３
）、 

聖
子
さ
ん（
３１
）瞭
祐
く
ん（
６
カ
月
）で
す
。
石
井
さ
ん
家
族

に
は
荻
野
市
長
か
ら
「
バ
ラ
の
花
束
」・「
ワ
イ
ン
」・「
み
さ
か

の
湯
優
待
券
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、１
０
０
万
人
達
成

記
念
と
し
て
他
の
入
館
者
に
バ
ラ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
露
天
風

呂
に
バ
ラ
を
浮
か
べ
る
「
バ
ラ
湯
」
を
行
い
ま
し
た
。「
み
さ
か

の
湯
」は
平
成
１２
年
３
月
２７
日
に
開
館
。５
年
を
待
た
ず
に
入

館
者
１
０
０
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
 

熱心にせん定方法を聞く参加者 

荻野市長(右)から記念品を受け取る石井さん一家 

大蔵経寺前古墳群（石室）の説明を聞く参加者（石和地内） 



八
代
特
産
品
開
発
研
究
会
が

地
産
地
消
優
良
事
例
知
事
表
彰
を
受
賞
 

 　
２
月
１８
日
、
山
梨
県
立
文
学
館
で
「
食

の
や
ま
な
し
地
産
地
消
推
進
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
八
代
特
産
品
開
発
研
究
会

が
地
産
地
消
優
良
事
例
知
事
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。
八
代
特
産
品
開
発
研
究

会
は
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
特
産
品
を

開
発
す
る
目
的
で
農
家
の
主
婦
に
よ
り

発
足
。
桃
の
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
や
な
す
の

醤
油
煮
、
巨
峰
の
ジ
ャ
ム
な
ど
の
商
品

開
発
や
地
元
小
中
学
校
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
食
材
の
提
供
を
行
い
地
元
農
産
物

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

男
女
共
同
参
画
を
学
ぶ

 　
２
月
６
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
東
八
「
地
域
発
男
と
女

と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
「
あ
し
も
と
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
」

と
題
し
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、
講
師
に

飯
塚
秀
子
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
館
長
を
迎
え
、
身
近
な
例
題
を
も

と
に
、
男
女
が
共
に
尊
敬
し
協
力
し
あ

い
な
が
ら
社
会
づ
く
り
に
参
画
す
る
こ

と
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
 

三
味
線
と
長
唄
を
学
ぶ

 　
２
月
１９
日
、い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ

あ
い
文
化
館
で
、笛
吹
伝
統
文
化
こ
ど
も

教
室
の
特
別
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
三
味
線
の
高
橋
武
久
先
生（
東

音
会
理
事
）と
長
唄
の
小
林
百
合
先
生（
東

音
会
同
人
）を
外
部
講
師
と
し
て
招
き
、

子
ど
も
た
ち
は
三
味
線
と
長
唄
の
演
奏

で
舞
踊
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
 

　
花
柳
彩
三
郎
先
生（
一
宮
町
小
城
）の

模
範
舞
踊
に
見
入
っ
た
あ
と
に
は
、直
接

三
味
線
に
触
れ
る
な
ど
す
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
 

ひ
と
 

ひ
と
 

「
春
」
の
香
り
を
ど
う
ぞ

　
〜
首
都
圏
で
桃
の
花
配
布
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

 　
３
月
２
・
３
日
の
２
日
間
に
か
け
て
、笛
吹

市
の
春
季
観
光
客
誘
致
の
た
め
に
首
都
圏

各
地
で
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
２
日
は
、一
宮
観
光
協
会
会
員
が
横
浜
駅
西

口
で
首
都
圏
の
人
た
ち
に
桃
の
花
６
０
０
０

束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。桃
の
花
を
手
に
し
た
大
勢

の
人
た
ち
は
、桃
の
節
句
で
も
あ
る
こ
の
時
期

の
春
の
便
り
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

※
広
報
３
月
号
「
ふ
え
ふ
き
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
掲
載
記
事
の「
文
化
財
防
火
訓
練
実
施
」で
、春
日
居
分
団
の
実
施
場
所
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、「
賀
茂
春
日
神
社
」で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 

地産地消優良事例知事表彰を受けた八代特産品開発研究会のメンバー 

三味線に興味を示す子どもたち 

桃の花を受け取る親子 

参加者の考えを聞く飯塚さん 



所在地　笛吹市御坂町夏目原744番地 
電　話　055－262－2271（代表） 
ＦＡＸ　055－262－4321 
 ※以前と変更ありません 

所在地　笛吹市御坂町夏目原744番地 
電　話　055－263－0363（代表） 
ＦＡＸ　055－263－1203

笛吹市役所御坂支所 生涯学習センター 
「学びの杜　みさか」 

　
３
月
１０
日
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
学
び
の
杜
み
さ
か
」
と
笛
吹
市
役
所
御
坂
支
所
が
御

坂
町
夏
目
原
地
区
に
完
成
し
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
学
び
の
杜

み
さ
か
」
は
御
坂
地
区
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、高
齢
者
や
障
害
者
に
優
し

く
、環
境
に
配
慮
し
た
施
設
で
構
造
を
含
め
て
県
産
材
を
使
用
し
た
木
造
平
屋
建
て
で
す
。

延
べ
床
面
積
は
約
１
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
。
図
書
館
機
能
を
核
に

展
示
機
能
、収
蔵
機
能
、学
習
機

能
を
備
え
ま
す
。
同
じ
敷
地
内
の

笛
吹
市
役
所
御
坂
支
所
も
同
様

に
木
造
平
屋
建
て
で
、延
べ
床
面

積
は
約
６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で

す
。
御
坂
支
所
は
３
月
２８
日
か
ら
、

「
学
び
の
杜
み
さ
か
」
は
４
月
１

日
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
業
務
を
開
始

し
ま
す
。
 

完成した「学びの杜みさか」（右）と「御坂支所」 

実習室 
視聴覚室 

収蔵室 

トイレ 

閉架図書室 

学習室 

図書館 

管理室 

多
目
的
展
示 

ス
ペ
ー
ス 正面玄関 

講座教室（1） 

講座教室（2） 

倉庫 

郷
土
資
料
室 

サーバー 
無線室 

会議室 

ト
イ
レ 

ロビー 
正面玄関 

事務室 

待合ロビー 

至甲府 

至河口湖 

至大月 至韮崎 

一宮御坂I.C

R137

中央自動車道 

栗合 

夏目原 

新御坂支所 
学びの杜 みさか 



■問合せ先 
公営企業部　料金担当　0553－26－5546

料金を納められる場所

　昨年１０月１２日に合併し、笛吹市としてスタートして参りましたが事務詳細については、経費削減や事務効率を
考慮しながら、さまざまな変更や調整を行っているところです。今回は、そのなかの一つとして、市民の皆様に大
きくかかわりのある「納付書と検針票」を下記のように新しくさせて頂きました。 

納入通知書兼領収書 

検針票 

山 梨 中 央 銀 行  

甲 府 信 用 金 庫  

山 梨 信 用 金 庫  

山梨県民信用組合  

笛吹農業協同組合  

フルーツ山梨農業協同組合 

郵 　 便 　 局  

本・支店・笛吹市役所（本庁・各支所）派出所 

本・支店 

本・支店 

本・支店 

本・支所 

本・支所 

（山梨県・東京都・千葉県・神奈川県・埼玉県・ 
  茨城県・栃木県・群馬県） 



　税金を納める方法は、市役所から送付される納付書で、定められた期限(納期限)までに、指定金融機関等で納め
ていただくことになっています。なお、下記の税目については、口座振替の方法によって納めることもできます。 
　口座振替は納め忘れもなく大変便利です。 
　指定金融機関や郵便局に預・貯金口座のある方ならどなたでもご利用できます。また、一度申請されますと翌年
度以降も口座振替となります。  

※上記「納期限」と下記「口座振替ができる市税」の中で、振替（引き落し）日が異なる市税 
○軽自動車税は５月２５日が口座振替日、市県民税全期前納は６月１６日、固定資産税・都市計画税全期前納は７月１５日が
納期限、口座振替日となります。 

○市県民税、固定資産税・都市計画税の期別振替を選択された場合は、上記納期限日が口座振替日となります。 

各税等の詳細については、担当課へお問い合わせください。 

◎口座振替ができる市税…市・県民税(普通徴収)、固定資産税・都市計画税、軽自動車税(各車輌ごとに対象となり
ます。) 
◎取扱金融機関等…預・貯金口座のある指定金融機関や郵便局 
◎申込手続き…指定金融機関、郵便局の窓口に備えてある申込用紙に必要事項をご記入の上、お申し込みくださ
い。(市外所在の金融機関・郵便局の窓口には、申込用紙がありませんので、税務課・国民健康保険課までご連絡
ください。) 
◎持参するもの…預・貯金通帳、届出印、納税通知書(納付書) 
◎振替日…納期限日（上記 納める時期・口座振替日参照） 
◎振替開始日…市県民税、固定資産税・都市計画税は、申し込みから
おおむね2カ月以降、軽自動車税、国民健康保険税及び介護保険料
は、１カ月以降の納期分より振替になります。 
　軽自動車税を口座振替でご利用されている方には車検用として、6月
上旬に市役所から「軽自動車税納税証明書(車検用)」が送付されます。 
〇口座振替依頼の手続きは、ご希望の金融機関等の窓口でお願いします。 
〇口座振替ができなかった場合は、再振替はいたしませんので預貯
金通帳で確認してください。 

◎前納報奨金…市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税は第１期の
納期限内に年税額を一度に納付していただくと前納報奨金が交付されます。 

■問合せ先 
●市県民税・固定資産税・軽自動車税 
　総務部税務課管理担当 
　055－262－4111（内線138～141） 
●国民健康保険税　 
　市民環境部国民健康保険課管理担当 
　055－262－4111（内線123） 
●介護保険料 
　保健福祉部介護保険課介護総務担当 
　055－261－1903（内線151～153） 

納める時期・口座振替日

税金を納める方法　市税の納付は便利な口座振替で

手続きの方法

平成１７年度各税目納期限一覧表 

市・県民税 
固定資産税 
都市計画税 
軽自動車税 
国民健康保険税・ 
介護保険料 
納期限 
 

4月 
  
 
  
 

1期 
 

5/2 
 

5月 
  
  
 

全期 
  
 

5/31 
 

6月 
 1期 
 
  
 

2期  
 

6/30 
 

7月 
 

1期  
 
  
 
 

8/1 
 

8月 
 2期 
 
  
  

3期 
 

8/31 
 

9月 
 

2期  
 
  
 
 

9/30 
 

10月 
 3期 
  
  
 

4期  
 

10/31 
 

11月 
 

 3期 
 
  
 
 

11/30 
 

12月 
  
 
 
  

 5期 
 

12/26 
 

1月 
4期 
  
 
  
 
 

1/31 
 

2月 
  

4期 
 
  

6期 
 

2/28 
 

3月 



【固定資産の価格等の縦覧について】 
ご自分の所有する固定資産以外の価格等も縦覧帳簿により縦覧できます。 

【固定資産課税台帳の閲覧について】 
本人資産の課税の内容が閲覧できます。また、賃借権等を有する人（借地借家人等）も、その権利の 
目的である固定資産の課税台帳閲覧ができます。 

 

平成17年4月1日（金）から平成17年8月1日（月） 
（土・日曜日・祝日を除く） 
午前8時30分から午後5時15分 

期　　間

ア：市内に所在する土地や家屋に対する固定資産税の納税者 
イ：納税者の代理権を有する人（委任状等が必要） 

縦覧できる人
（ア・イのいずれか）

納税者の所有する固定資産以外の固定資産（土地・家屋） 
※土地の納税者は土地、家屋の納税者は家屋の縦覧帳簿が縦覧できます。 

縦覧できる固定資産

土地：所在、地番、地目、地積、価格 
家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格 

縦覧できる事項

納税義務者の場合は、納税義務者であることが確認できるもの（納税通知書、
運転免許証、各種健康保険証等）が必要。 
（代理人の場合は、委任状等が併せて必要）また、納税義務者が法人である場
合は、法人の代表者印が押印された申請書が必要。 

申請に必要なもの

笛吹市役所（本庁舎）　１Ｆ　税務課窓口 場　　所

無　料 手  数  料

常に閲覧可能。　平成17年度分は4月1日（金）から閲覧できます。 
（土・日曜日・祝日を除く） 期　　間

ア：固定資産税の納税義務者、または納税義務者からの委任状等をお持ちの人（代理人） 
イ：土地、家屋について賃借権、その他の使用または収益を目的とする権利を
有し賃借料等の対価を支払っている人 
ウ：破産管財人など、固定資産の処分をする権利を有する人 

閲覧できる人
（ア・イ・ウのいずれか）

土地：所在、地番、地目、地積、固定資産の評価額、課税標準額及び税額等 
家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額、課税標準額及び税額等 
※土地家屋などに権利を有する人は、その目的となる固定資産に限られます。 

閲覧できる固定資産

（１）納税義務者の場合は、本人確認ができるもの（納税通知書、運転免許証、
各種健康保険証等）が必要。 
（代理人の場合は、委任状が併せて必要）また、納税義務者が法人である場合は、
法人の代表者印が押印された申請書が必要。 
（２）土地、家屋等の処分をする権利、賃借権、その他の使用または収益を目
的とする権利を有する人の場合は、その権利があることを確認できるもの（賃
貸借契約書等及貸借料等を払い込んだことのわかる領収書等や裁判所等による
選任書等）も併せて必要。 

申請に必要なもの

笛吹市役所（本庁舎）　１Ｆ　税務課窓口、各支所 担当窓口 場　　所

300円（ただし、縦覧期間中は無料） 手  数  料



○専門家による相談    弁護士・司法書士・社会保険労務士が相談に応じます。     
○相談員による相談     
　　心配ごと相談・・・民生委員・児童委員が福祉に関する相談に応じます。     
　　人権相談・・・人権擁護委員が人権にかかわる相談に応じます。     
　　行政相談・・・行政相談委員が行政機関に関する相談に応じます。     
　　結婚相談・・・結婚相談委員が結婚のための相談に応じます。     
　　消費生活相談・・・消費生活相談員が消費生活にかかる相談に応じます。   

●問合せ先 
 
 
 
 

笛吹市社会福祉協議会 
055－265－5182　 

保健福祉部　福祉総務課 
055－262－1271 
 

市民環境部　市民課 
055－262－4111

スローガン「やめようよ　自分のルールで　走るのは」
　この運動は、広く市民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣
付けるとともに、交通事故防止の徹底を図ることを目的としています。 
運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止 
運動の重点　1）二輪車の安全利用の推進 
　　　　　　2）シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 
　　　　　　3）飲酒運転等悪質・危険な運転の追放 
　運動期間中、市内各所で交通安全街頭キャンペーン・交通安全関係団体等による小中学生への登校指導などが
実施されます。 
　「思いやり・ゆずり合いの心」を持ち、家族、地域、職場から交通事故の犠牲者を出さないよう、交通事故防止に努
めましょう。 

相談内容

開設日程

　毎日の暮らしの中での問題に関して相談に応じます。    相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。   

地 区  

石 和  

御 坂  

一 宮  

八 代  

境 川  

春 日 居  

場　　　所 

笛 吹 市 ス コ レ ー パ リ オ  

御 坂 福 祉 セ ン タ ー  

一 宮 福 祉 セ ン タ ー  

八 代 福 祉 セ ン タ ー  

坊ヶ峯ふれあいセンター  

春 日 居 福 祉 会 館  

時　　　間 

午後1時30分～3時30分 

午後1時30分～3時30分 

午後1時30分～3時30分 

午後1時30分～3時30分 

午後1時30分～3時30分 

午後1時30分～3時30分 

相　　談　　員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員 
民生委員・弁護士・司法書士・行政相談委員 
民生委員・弁護士・消費生活相談員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員 
民生委員・司法書士・行政相談委員 
民生委員・弁護士・結婚相談員 
社会保険労務士・行政相談委員 
弁護士・人権擁護委員 
司法書士・行政相談委員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員 
民生委員・司法書士・行政相談委員 
民生委員・弁護士・結婚相談員 
民生委員・社会保険労務士・行政相談委員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員 
民生委員・司法書士・行政相談委員 
民生委員・社会保険労務士・行政相談委員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員 
民生委員・司法書士・行政相談委員 

開設日 
4月27日（水） 
5月25日（水） 
6月22日（水） 
4月14日（木） 
5月12日（木） 
6月 9日（木） 
4月20日（水） 
5月18日（水） 
6月15日（水） 
4月13日（水） 
5月11日（水） 
6月 8日（水） 
4月21日（木） 
5月19日（木） 
6月16日（木） 
4月 7日（木） 
5月 6日（金） 
6月 2日（木） 



●問合せ先　市民環境部　環境対策課　055－262－4111（内線182・183） 

　狂犬病予防法により、生後3カ月以上の犬は、毎年1回の予防注射を受けることが義務づけられています。     
平成17年度狂犬病予防注射最終日を下記日程で実施いたします。     
　この日程で都合のつかない方は訪問注射になりますのでご承知ください。     
なお、当日以外の訪問注射は、注射料金が増額になりますので都合をつけて会場で受けてください。     

 
県民生活相談
◎法律相談　　◎内職相談　　◎労働相談　　◎土地相談　　◎住宅相談　　◎交通事故相談 
「無料弁護士相談」 
　専門的な法律の問題について、毎月3回弁護士が相談に応じます。 
　予約制になっていますので、あらかじめ担当相談員に申込（電話可）をしてください。 
「テレビ電話相談」 
　遠隔地の相談者が身近な県の各合同庁舎等から直接、県民相談センターの相談員とテレビを通じて話ができる
システムです。 
　随時受け付けておりますので、ご利用については合同庁舎等窓口に電話でお申し込みください。 

行政苦情審査
　県行政に対する苦情や相談に、迅速、適切にお答えする制度です。 
◎行政苦情・行政相談について 
　県の行政に対しての苦情や相談について、法律、行政に関する専門の学識経験者である行政苦情審査員が県の
関係機関等を審査（照会）し、お答えいたします。 
 
電話での相談も受け付けています 
○県民相談センター　　　　055－223－1366・1367 
○利用時間　月曜日～金曜日（祝日を除く）　午前8時30分～12時・午後1時～5時（受付は午後4時まで） 

※登録済の犬は、飼育者に通知が郵送されていますので、
必ずハガキを最寄りの会場までお持ちください。 

※犬の登録は生涯1回です。登録済の犬は登録料がか
かりません。    
　注射場所では混雑が予想されますので、釣り銭のな
いように細かいお金をご用意ください。   

 

 

予防注射料金 

注射済票交付手数料 

登録手数料 

合　　計 

登録済犬 

2，850円 

550円 

 

3，400円 

登録済犬 

4，050円 

550円 

 

4，600円 

新規登録犬 

2，850円 

550円 

3，000円 

6，400円 

新規登録犬 

4，050円 

550円 

3，000円 

7，600円 

地 区  

石 　 和  

 

 

御   坂 

時　　　間  

午前  9時30分～10時15分 

午前10時45分～11時30分 

午前  9時00分～  9時30分 

午前  9時40分～10時10分 

午前10時30分～11時00分 

午前11時20分～12時00分 

場　　　所 

河 内 公 民 館  

小 林 公 園  

東 部 公 民 館  

町 民 体 育 館  

成 田 公 民 館  

御 坂 支 所  

月　　日 

5月  9日（月） 

5月10日（火） 

一 宮  

八 代  

境 川  

春 日 居  

午前  9時30分～11時30分 

午後  1時30分～  3時00分 

午前  9時00分～12時00分 

午前  9時00分～11時30分 

一宮福祉センター前 

八 代 支 所 前  

藤垈チビッコ広場（旧集荷所） 

春日居支所北側駐車場 

5月11日（水） 

5月12日（木） 

5月13日（金） 

5月22日（日） 

料金表    
訪問してもらった場合  実施場所で行った場合 

狂犬病予防注射最終日程表    



●体験のすべてを忘れる　　　　　　 
　ごはんを食べた後、食べたこと自体を忘れてしまう。 
●もの忘れの自覚がない 
　忘れていることを理解できなくなる。 
●親しい人やよくいく場所がわからなくなる 
　家族のことや自宅の場所が分からなくなる。 
●性格に変化がある　　　　　　 
　怒りっぽくなったり頑固になったりする。 
●自分の今いる場所や時間がわからなくなる 
　自分がどこにいるのかわからなくなったり、昼と夜
　の区別がつかなくなったりする。 

●体験の一部を忘れる 
　ごはんを食べた後、食べたものを忘れることがある。 
●もの忘れの自覚がある 
　忘れていたことに自分で気づくことができる。 
●親しい人やよく行く場所は忘れない 
　毎日一緒にいる家族や自宅の場所などを忘れるこ
　とはない。 
●性格は変わらない　　　　　　　　 
　態度に変化はない。 
●自分のいる場所や時間がわかる 
　自分がどこにいるのかわからなくなることがない。

－　農家の皆様へ　－ 
●事前に隣接する家に連絡してください。　●建物などの近くは手散布してください。 
●農薬の残液を河川に流さないでください。 
－　非農家の皆様へ　－ 
●農家でも農薬の使用を抑える努力をしていますが、農作物の生産には農薬の散布は必要です。生活様式
の異なるそれぞれの立場で、ご理解・ご協力をお願いします。 

　近年、山間地域ではイノシシなどによる農作物の被害が多発していますが、野生動物による農作物被害を
防ぐには、農地付近を動物が利用しにくい環境にする必要があります。 
●果物・野菜などの未収穫物や、家庭から出る生ゴミの適切な処理を行いましょう。 
●電気柵、防護柵で農地を囲うなど、防止対策を行いましょう。 
●遊休農地を放置すると、野生動物の住処になるだけでなく、住宅地では害虫発生の要因にもなりますので、
適切な管理を行いましょう。 

●問合せ先 
 保健福祉部健康づくり課 055－261－1901 御坂支所健康福祉課 055－262－2271 
 一宮支所健康福祉課 0553－47－1111 八代支所健康福祉課 055－265－2111 
 境川支所健康福祉課 055－266－2111 春日居支所健康福祉課 0553－26－3111 
 
 
 
 

●問合せ先　　産業経済部　農政課　055－262－4111

認知症の物忘れの場合 単なる物忘れの場合

　「痴呆」という言葉は現在、私たちの日常生活のなかで病名や一般用語、行政用語としてごく普通に使われてい
ます。しかし、「痴呆」という言葉には侮蔑的な意味合いもあり、そのことが誤った印象を生み、早期発見や予防に
つながらない原因になっている、という指摘が以前からありました。これを受けて、「痴呆」の用語が「認知症」に替
わりました。 

農薬散布について

鳥獣害対策について



○　わがまま、内気、反抗など性格の問題 
○　知能、言葉の遅れや心身の障害のこと 
○　保育所（園）、幼稚園、学校生活に関すること 
○　親子関係、兄弟姉妹関係など家庭の問題 
○　養育についての経済問題 
○　その他、子どもについて心配なこと 
 

■会議日 毎月第2週水曜日 
　　　　（祝日の場合は翌日） 
■時　間 午後7時30分から 

月曜日～金曜日（土・日・祝日・年末年始は除く） 
午前10時～午後3時 

■場　所 

●問合せ先 
保健福祉部　児童課　児童家庭担当　 
055－261－1904 
 
 
 
 
 

相談内容

利用調整会議

相談時間

　平成17年4月から、口座振替払（自動払込）及び公金（市県民税・国民健康保険税等）が納付できる収納代理金
融機関が次のとおりとなりましたので、お知らせします。 
　「みずほ銀行」及び「東京スター銀行」での口座振替払は、ご利用出来なくなり、公金を納付する場合は手数料が
必要となりますのでご理解をお願いいたします。 
 
○山梨中央銀行本・支店　○笛吹農業協同組合本・支所　○フルーツ山梨農業協同組合本・支所 
○甲府信用金庫本・支店　○山梨信用金庫本・支店　○山梨県民信用組合本・支店 
○郵便局 

　家庭における児童養育、福祉の向上を図るため、笛吹市福祉事務所内（石和保健福祉センター内）に家庭児童相
談室が開設されました。 
　家庭相談員による相談･指導を行いますので、お気軽にご利用ください。 

　平成17年4月から、笛吹市各体育施設の利用調整会議の日程が、毎月第2週の水曜日（祝日の場合は翌日）に変
更されますので、お間違えのないようにお願いいたします。 
　市内の各施設によっては、今後利用希望者の増加が予想されますので、利用調整会議で利用の調整をしていた
だくことになります。場合によってはご希望に添えない場合がありますので、みなさまのご理解とご協力をお願い
いたします。各施設の使用料は、施設を使用する前に指定金融機関または市役所及び各支所でお支払いください。 
　なお、4月の調整会議（5月分の利用分）は、4月13日（水）午後7時30分から別表の場所で行います。 
　くわしくは、教育委員会各事務所にお問い合わせください。 

※ 市内の団体は、利用を希望する施設を管轄する各事務所において、団体登録の手続きを行ってください。 
※会議日：毎月第2水曜日（祝祭日の場合は翌日）ただし、事務所によっては、日程を変更する場合もありますので、詳細は各事
　務所に問い合わせください。 

地　区 

石 和  

御 坂  

一 宮  

八 代  

境 川  

春 日 居  

調整会議の場所 

笛吹市スコレーセンター 

御坂農村環境改善センター 

いちのみや桃の里スポーツ公園 

八代若彦路ふれあいスポーツ館 

境川総合会館 

春日居あぐり情報ステーション 

問合せ先 

教育委員会石和事務所   055-263-7959 

教育委員会御坂事務所   055-262-2271 

桃の里スポーツ公園   0553-47-3112 

教育委員会八代事務所   055-265-4011 

教育委員会境川事務所   055-266-2014 

教育委員会春日居事務所   0553-26-5511



日　　　時 毎月第1・3土曜日  午前10時～12時 
 （初回は4月16日です） 
場　　　所 笛吹市スコレーパリオ1Ｆ実習室 
お　花　代 2，000円（5回分）を初回にお持ち下さい。 
募集人員 20人（定員になり次第締め切ります） 
持　ち　物 花きりバサミ 
申込み先 笛吹市スコレーセンター　055－263－7959

日　　　時 平成17年4月21日（木）1日2回上演  
 ①午後2時 ②午後6時30分 
場　　　所 笛吹市スコレーセンター集会室 
入場料金  一般1，700円・シニア1，200円・こども700円 
 （前売券）一般1，300円・シニア1，000円 
主　　　催 映画「草の乱」をみる会　0553－32－4884 
 

日　　　時 毎月第2・4土曜日　午前10時～12時 
 （初回は4月23日です。1年間行います。） 
場　　　所 笛吹市スコレーセンター1Ｆ和室 
参加資格 小・中学生（参加料は無料） 
募集人員 24人（定員になり次第締め切ります） 
世　話　人 石和町文化協会囲碁部 
申込み先 笛吹市スコレーセンター　055－263－7959

日　　　時 平成17年4月23日（土） 
　　　　　　午後6時30分開演（6時開場） 
場　　　所 笛吹市スコレーセンター集会室 
入　場　料 無　料  
問合せ先 笛吹市スコレーセンター　055－263－7959

日　　　時 平成17年4月26日（火）  午前10時～12時 
場　　　所 笛吹市スコレーセンター　2Ｆ資料展示室 
対　象　者 笛吹市に住み、在宅で0歳～3歳の 
 乳幼児を子育て中の親とその子ども 
 先着30組　　参加費無料
内　　　容 わらべうた、リズムあそび、 
 大型紙芝居、新聞紙で遊ぼう 
企画・運営 家庭教育相談員、 
 HappySpaceゆうゆうゆう 
申　込　み 055－263－5298　星合深妃 

【公演概要】 
日　　　時 平成17年9月10日（土）　午前11時、午後2時（2回公演） 
会　　　場 笛吹市スコレーセンター集会室 
出　演　者 劇団フジ　地元の小中学生 
 
【出演者募集内容】 
応 募 資 格 笛吹市並びに近隣町村に在住の小中学生 
 平成17年9月10日（土）の本番、下記の選考会、 
 練習日程（午前10時～午後4時頃、弁当持参、 
 9月8・9日は夜）に参加できる方 
選　考　会 平成17年6月18日（土）　午後1時～5時　 
練 習日程 6月19日（日）、7月9日（土）・10日（日）、 
 8月9日（火）・10日（水）・23日（火）、 
 9月3日（土）・4日（日）・8日（木）・9日（金） 
応 募 人 員 40名程度（20名×2公演） 
募 集 方 法 往復ハガキに顔写真（2×3センチ程度）をはり、 
 住所、氏名（本人と保護者）電話番号、学校名、学年、特技 
 を記入のうえ、スコレーセンターへ申し込んでください。 
申 込 期 限 平成17年6月11日（土） 
申込・問合せ先 〒406－0035　笛吹市石和町広瀬626－1 
 笛吹市スコレーセンター　055－263－7959 
主　　　催 笛吹市教育委員会・（財）いさわ文化スポーツ振興財団 
 

日本の伝統文化を勉強しましょう。 

　囲碁は思考力・判断力・想像力・忍耐力
を養うことの出来る大変知的で、楽しいゲ
ームです。初心者歓迎ですので、ふるって
参加してください。 

　ミュージカル体験で豊かな感性や表現力を育むと
ともに、子ども達の心に残る思い出づくりをしませんか？
演題はご存知「ピノキオ」。笑いあり、涙ありの歌と踊
りの楽しいミュージカルです。「劇団フジ」の監督さ
んや団員が、歌や踊り、せりふの指導をおこないます。 
　経験の有無は問いませんので、是非ご参加くだ
さい。( 無料です。) 
 

……　劇団フジ　……　
　昭和35年4月に創立され第1回公演「この地の果て」を皮
切りに、以来40余年、あくまでも観る者が素直に感動でき
る演劇空間を創造することを第一の目的として歩んできまし
た。松平健、伊吹吾朗、稲川淳二、高木美保、榎木孝明、三
原じゅん子さんら多くの優秀な人材を輩出しています。 

昨年のミュージカル「青い鳥」より 
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笛吹警察署　　 
055－262－0110

　4月6日から15日まで、「春の全国交通安全運動」が実施されます。 
　高齢者の事故防止などをテーマに、市民の皆様と連携して実施し
ていきたいと思いますので、ぜひご参加ください。 



笛 吹 市 石 和 図 書 館

笛 吹 市 御 坂 図 書 館

笛 吹 市 一 宮 図 書 館

笛 吹 市 八 代 図 書 館

笛 吹 市 境 川 図 書 室

笛吹市春日居ふるさと図書館 

笛吹市石和図書館

笛吹市御坂図書館

笛吹市一宮図書館

笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館 

4日（月）・11日（月）・18日（月）・25日（月）・28日（木） 

6日（水）・13日（水）・20日（水）・27日（水）・28日（木） 

4日（月）・10日（日）・11日（月）・18日（月）・25日（月）・28日（木）・29日（金） 

4日（月）・11日（月）・18日（月）・25日（月）・29日（金） 

4日（月）・11日（月）・18日（月）・25日（月）・28日（木） 

3日（日）・10日（日）・17日（日）・24日（日）・29日（金） 

 055－262－5959 

 055－263－0363 

 0553－47－5220 

 055－265－4011 

 055－266－2014 

 0553－26－2283

　市内全ての図書館情報を一度
で検索でき、すぐに予約できる
ためお待たせすることなく、本
をお手元に届けることが可能に
なりました。 

市立図書館の全蔵書数が 
281,607冊になりました。

おはなし会タンタン
●4月14日（木）・28日（木）　午前11時～11時30分 
家族で始めようブックスタート
●4月7日（木）・21日（木）　午前10時30分～11時30分 
耳をすませばえほん隊
●4月2日（土）・9日（土）・16日（土）・23日（土）・30日（土） 
　午前11時～11時30分・午後2時～2時30分の2回開催 
 

笛吹市石和図書館 

おはなしのゆりかご
●4月13日（水） 
　午前10時15分～10時45分（1歳6カ月児～3歳児） 
　午前11時～11時30分（0歳児～1歳5カ月児） 
おはなしのぶらんこ
●4月17日（日）　午後1時30分から 
子ども放送局
●4月2日（土）・9日（土）・16日（土） 
　午前11時～11時45分　視聴覚室 
 

笛吹市一宮図書館 

バムケロおはなし会　
●4月9日（土）　午後1時30分から 
 

笛吹市八代図書館 

おはなしのへやもも
●4月12日（火）・26日（火） 
　午前10時30分から（乳幼児向け） 
●4月16日（土）　 
　午後1時30分から（幼児・小学生向け） 
おりがみを楽しもう！　
●4月9日（土）　午前10時30分から 
 

笛吹市春日居ふるさと図書館 

4月1日から笛吹市立図書館（石和・御坂・一宮・八代・境川・春日居）
は、1枚のカードですべての図書館をご利用できるようになりました。 

 

 

 

 

ご利用カードの交換は
4月1日から受け付けます。
※旧図書館の利用カード（どちらの
　図書館でもＯＫ）と住所確認がで
　きる証明書をご持参ください。 
※今までご利用カードがなかった
　方も住所確認ができる証明書を
　持参していただければ、すぐにカ
　ードを発行しお渡しできます。 



　笛吹市立図書館では、職員以外に図書館を大いに
盛り上げてくださるボランティアさん方に支えられ
ています。今回、グループ名と活動内容をご紹介し
ます。どのグループも要請があれば、随時出前おは
なしサービスを行います。                       
 

　　朗読サークル“あいあい”／会員15名                        
　　　●広報の録音　●対面朗読サービス　●地域の民話・童話の録音　●発表会など                        

　　朗読サークル“来夢（ライム）”／6名                        
　　　●広報の録音　●老人ホーム・病院での朗読サービス                        

　　“あじさい会”／4名                        
　　　●山梨の民話を中心としたオリジナル大型紙芝居の製作　●民話の手作りしかけ                        
　　　●布芝居の製作                        

　　“タンタン”／7名                        
　　　●おはなし会タンタン（毎月第2・4木曜日　午前11時から）                        

　　託児ボランティア“ももんちゃん”／6名                        
　　　●家族で始めようブックスタート時での託児サービス                        
　　　●図書館イベントの託児                        

　　“耳をすませばえほん隊”／7名                        
　　　●毎週土曜日　午前11時から・午後2時から　1日2回　本の読み聞かせなど                        
                        

　　朗読ボランティア“せせらぎ”／11名                        
　　　●朗読発表会　●小学校朝の全校一斉読書援助                        

　　おはなしの会“ぐるんぱ”／8名                        
　　　●おはなしのゆりかご（毎月第1水曜日　午前10時15分から・午前11時から）                        
　　　●おはなしのぶらんこ（毎月第3日曜日　午後1時30分から）                        
　　　●図書館イベント参加　●保育所・老人ホームへの出前など                        
                        
               
　　バムケロ／3名                        
　　　●おはなし会バムケロ 
　　　（毎月第2土曜日　午後1時30分から） 
　　　●学童保育への援助 
 
 
　　おはなしのへやもも／13名                        
　　　●おはなし会 
　　　（毎月2回火曜日　午前10時30分から） 
　　　（毎月第3土曜日）  
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験
日

 
平
成
１７
年
５
月
２２
日
（
日
）
 

 ■
試
験
職
種
・
受
験
資
格

○
警
察
官
A
（
男
性
・
武
道
指
導
・
女
性
）
 

　
昭
和
５０
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
で
、

　
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し

　
た
者
ま
た
は
平
成
１８
年
３
月
ま
で
に
卒

　
業
見
込
み
の
者
 

※
こ
の
ほ
か
武
道
指
導
は
、
全
国
的
な
競

技
会
の
出
場
経
験
ま
た
は
三
段
以
上
等

の
資
格
が
必
要
 

○
警
察
官
B
（
男
性
・
女
性
）
 

　
昭
和
５０
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年
４

　
月
１
日
ま
で
の
生
ま
れ
で
、
A
区
分
以

　
外
の
者
 

■
受
付
期
間

　
平
成
１７
年
７
月
２０
日
（
水
）
〜
 

　
平
成
１７
年
８
月
１９
日
（
金
）
ま
で
 

■
第
一
次
試
験
日

　
平
成
１７
年
９
月
１８ 
日
（
日
）
 

■
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
先

　
山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
担
当
 

　
0
5
5
―
2
3
5
―
2
1
2
1
 

　
0
1
2
0
―
3
1
4
8
7
4
 

　（
採
用
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
 

　
山
梨
県
人
事
委
員
会
 

　
0
5
5
―
2
2
3
―
1
8
2
1
 

　
笛
吹
警
察
署
 

　
0
5
5
―
2
6
2
―
0
1
1
0
 

　
ま
た
は
、
お
近
く
の
交
番
・
駐
在
所
へ
 

    　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
で
は
、
企
業
 

で
働
く
方
を
対
象
に
次
の
と
お
り
能
力
開
 

発
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
受
講
会
場
は
す
べ
て
産
業
技
術
 

短
期
大
学
校
で
行
い
ま
す
。
 

■
日
　
程

　
平
成
１７
年
５
月
１０
日（
火
）・
１２
日（
木
） 

ワ
ー
ド
（
基
礎
）

第
1
回
目
（
平
成
１７
年
１０
月
１
日
採
用
）

第
2
回
目
（
平
成
１８
年
４
月
１
日
採
用
）



　
１３
日（
金
）・
１６
日（
月
）・
１７
日（
火
）・
 

　
１９
日（
木
）　
　
 

■
時
　
間
 

　
午
後
６
時
〜
９
時
 

■
定
　
員

　
２０
名
　
　
 

■
受
講
料

　
２
１
０
０
円
（
他
に
テ
キ
ス
ト
代
）
 

■
受
付
期
限
 

　
平
成
１７
年
５
月
２
日（
月
）
 

 ■
日
　
程
 

　
平
成
１７
年
５
月
２０
日（
金
）・
２３
日（
月
） 

　
２４
日（
火
）・
２６
日（
木
）・
２７
日（
金
）・
 

　
３０
日（
月
）　
 

■
時
　
間
 

　
午
後
６
時
〜
９
時
 

■
定
　
員

　
２０
名
　
　
 

■
受
講
料

　
２
１
０
０
円
（
他
に
テ
キ
ス
ト
代
）
 

■
受
付
期
限
 

　
平
成
１７
年
５
月
１３
日（
金
）
 

■
日
　
程
 

　
平
成
１７
年
６
月
２
日（
木
）・
７
日（
火
） 

　
９
日（
木
）・
１０
日（
金
）・
１３
日（
月
）・
 

　
１４
日（
火
）・
１６
日（
木
）・
１７
日（
金
）・
 

　
２０
日（
月
）・
２１
日（
火
）　
 

■
時
　
間
 

　
午
後
６
時
〜
９
時
 

■
定
　
員

　
２０
名
　
　
 

■
受
講
料

　
４
２
０
０
円
（
他
に
テ
キ
ス
ト
代
）
 

■
受
付
期
限
 

　
平
成
１７
年
４
月
１
日（
金
）
〜
 

　
平
成
１７
年
５
月
２７
日（
金
）
ま
で
 
 

 ■
日
　
程
 

　
平
成
１７
年
６
月
２２
日（
水
）・
２３
日（
木
） 

　
２４
日（
金
）　
 

■
時
　
間
 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
 

■
定
　
員

　
１０
名
　
　
 

■
受
講
料

　
４
１
０
０
円
 

■
受
付
期
限
 

　
平
成
１７
年
４
月
２２
日（
金
）
〜
 

　
平
成
１７
年
６
月
１５
日（
水
）
ま
で
 

■
問
合
せ
先

　
塩
山
市
上
於
曽
１
３
０
８
 

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
 

　
0
5
5
3
―
3
2
―
5
2
0
2
 

   【
引
越
し
の
ポ
イ
ン
ト
】
 

○
引
越
し
は
、
毎
年
３
月
中
旬
か
ら
４
月

　
上
旬
が
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。
 

　
運
送
業
者
へ
の
早
期
見
積
り
依
頼
等
「
早

　
め
の
準
備
」
が
賢
い
引
越
し
に
つ
な
が

　
り
ま
す
。
 

○
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
も
「
見
積
り
」

　
は
非
常
に
重
要
で
す
。
 

　
運
送
事
業
者
と
細
か
い
点
ま
で
、
し
っ

　
か
り
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
引
越
し
の
見
積
り
は
無
料
で
す
。
 

　
た
だ
し
、
発
送
地
お
よ
び
転
居
先
で
の

　
下
見
に
要
し
た
費
用
は
頂
く
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。
 

○
現
金
、
宝
石
貴
金
属
、
預
金
通
帳
な
ど

　
の
貴
重
品
類
は
、
お
客
様
に
携
帯
し
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。
も
し
、
自
分
で
運
ぶ

　
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
見
積
り
時
に

　
運
送
事
業
者
と
相
談
し
て
万
全
を
期
し

　
ま
し
ょ
う
。
 

○
壊
れ
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
等
電
子
機
器
の

　
取
り
扱
い
は
、
運
送
事
業
者
と
し
っ
か

　
り
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
エ
ア
コ
ン
等
の
取
り
外
し
・
不
用
品
の

　
処
分
な
ど
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
し
た

　
場
合
は
、
別
途
料
金
と
な
り
ま
す
。
 

○
見
積
り
以
降
に
荷
物
が
増
え
る
と
、
運

　
送
事
業
者
の
作
業
時
間
遅
延
に
つ
な
が

　
り
ま
す
。
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
速

　
や
か
に
事
業
者
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
引
越
し
終
了
後
は
、
必
ず
速
や
か
に
、

　
く
わ
し
く
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ

　
う
。
運
送
事
業
者
の
責
任
は
、
荷
物
を

　
引
き
渡
し
た
日
か
ら
３
カ
月
以
内
で
す
。
 

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
運
送
相
談
本
部
 

　
0
5
5
―
2
6
2
―
5
5
6
1
 

　
山
梨
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

　
0
5
5
―
2
3
5
―
8
4
5
5
 

　
関
東
運
輸
局
山
梨
運
輸
支
局
 

　
企
画
輸
送
課
 

　
0
5
5
―
2
6
1
―
0
8
8
0
 

         
関
　
　
貴
文
　
様
 

（
春
日
居
町
桑
戸
）
 

飯
島
輪
業
商
会
 

飯
島
　
　
潔
　
様
 

（
春
日
居
町
熊
野
堂
）
 

金
子
可
志
子
　
様
 

（
春
日
居
町
下
岩
下
）
 

ワ
ー
ド
（
応
用
）

エ
ク
セ
ル
（
基
礎
・
応
用
）

Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
サ
ー
ブ
レ
ッ
ト
Ｊ
Ｓ
Ｐ
に

よ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
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　このほど、（財）自治総合センターが宝くじ受託事業収入を財源とし

たコミュニティー助成事業の助成金を受けて、御坂地内の「戸倉地区コ

ミュニティーセンター」、「八千蔵地区コミュニティーセンター」、「御坂

天雷太鼓の太鼓購入及び修繕事業」、「尾山区公民館備品」などの、地

域のコミュニケーション活動に必要な施設の建て替えや用具などを購

入しました。 

　このようなところにも宝くじは役立てられています。 

戸倉コミュニティーセンター 

八千蔵コミュニティーセンター 

天雷太鼓 尾山区公民館備品 

▼4月は入学シーズン。4月1日は学年度始めの
日でもあります。明治19年に、高等師範学校が学

年暦を4月1日からと定め、明治21年から全国一斉にこれにならうよう
になるまで、日本では特に入学の時期は定められてなく、年中入学可と
なっているのが普通でした。ちなみに、大学や高等学校では欧米の習慣
に合わせて9月に新学期を始めていたそうです。▼4月1日から17日
まで、「第１回笛吹市桃の花まつり」が開催され、県内外から大勢の観光
客が訪れます。市民皆さんのご協力をお願いいたします。（Ｎ） 

古紙配給率100％再生紙 
を使用しています 
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